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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2023年７月６日に公表しました業績予想及び配当予想を下記のとおり修正致しましたので、

お知らせ致します。 

記 

 
１．2024年２月期 通期(2023年３月１日～2024年２月29日)の連結業績予想数値の修正 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

百万円 

  188,800 

百万円 

10,000 

  百万円 

9,000 

 百万円 

5,000 

円 銭 

36.84 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 189,211 11,022 10,012 5,462 40.25 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 411 1,022 1,012 462 - 

増  減  率 （％） 0.2 10.2 11.2 9.2 - 

※（ご参考）2023年２月期 176,072 5,214 5,319 3,061 22.57 

 

２．業績予想数値の修正の理由 

当社は、通期の連結業績予想を上方修正します。その理由は、以下の通りです。 

 当第２四半期累計期間においては、顧客本位の商品開発と販売サービスの強化に努めた結果、23区、ペット

パラダイスなどの主力ブランドが好調に推移し、KASHIYAMA（カシヤマ）、UNFILO（アンフィーロ）などの新規

ブランドも大きく伸長しました。 

 ＯＭＯサービス「クリック＆トライ」の利用拡大や、ＳＮＳを活用したマーケティング施策の精度が上がっ

たことなどから、リアル店舗およびオンラインストアへの来客数が着実に増加しました。その結果、売上高が

直近の予想を上回って伸長しました。 

 グローバル事業構造改革の成果が顕著に現れたことや、商品サプライチェーンの効率化が進んだことなどに

より、売上総利益率が引き続き上昇しました。一方で、ブランド複合店舗の展開による販売効率の改善などに

より、販管費率が大幅に低下しました。 

 以上の結果、当第２四半期累計期間の連結業績は、直近の予想を上回る進捗となりました。これを受けて、

下期の業績予想を据え置いた上で、連結業績見通しを上方修正します。 



 

３．配当予想の修正 

 年間配当金 

期末 合計 

前 回 予 想 
円 銭 

16.00 

円 銭 

16.00 

今 回 修 正 予 想 
円 銭 

17.00 

円 銭 

17.00 

前 期 実 績 

( 2 0 2 3 年 2 月 期 ) 

円 銭 

12.00 

円 銭 

12.00 

 

 

４．配当予想の修正の理由 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の最重要課題の一つと位置付け、配当性向の目安を 35％以上と

し、安定的で業績に連動した適正な利益配分を実施することを配当方針としています。 

 今回、通期の連結当期純利益予想を上方修正することに伴い、当期の期末配当予想については、前期実績

より５円増配、前回予想より１円増配の、1株につき17円の配当予想に修正します。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において、当社が入手可能な情報に基づき判断して作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


